
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６

４４ 
R５．２．２７ 

青森県教育庁生涯学習課地域連携推進グループ   地域学校協働活動コーディネートアドバイザー 工藤 知久子 
                         ℡ 017-734-9890  E-mail：chikuko_kudo@mx.pref.aomori.jp 

令和４年度 学校を核とした地域づくり推進事業 

令和５年２月９日（木）青森県総合社会教育センター大研修

室にて、令和４年度学校を核とした地域づくり推進事業「学校

を核とした地域づくり推進カンファレンス」を開催しました。

当日は、市町村教育委員会担当者、小・中・高・特別支援学校

教職員、地域学校協働活動推進員など、計１１５名（うち、オ

ンライン１４名）に参加いただきました。 

弘前大学教育学部准教授 越村 康英 氏による基調講演で

は、地域学校協働活動が子ども・学校・地域それぞれにもたら

す効果、地域学校協働活動と学校運営協議会の関係、今後求め

られる取組の方向性などについてお話しいただきました。参加

者からは、「改めて学校と地域が連携・協働する意義や方策につ

いて確認した」、「地域でどんな子どもを育てたいのかというビ

ジョンを練り上げていくプロセスが大切だと強く思った」など

の感想がありました。 

次に、事例紹介・情報交換として、県担当者から、本年１月

作成の『地域学校協働活動ハンドブック実践編』について説明

があった後、ハンドブックに掲載の鶴田町教育委員会、つがる

市教育委員会、青森市浦町中学校区の事例が紹介されました。

事例紹介では、本部の立ち上げから軌道に乗るまでのプロセス、

多様な地域住民との継続した活動が地域活性化や子どもたちの

変容につながっていること等について、それぞれの立場から発

表されました。その後の情報交換では、参加者から「ボランテ

ィア保険の種類」、「ボランティアへの連絡方法」、「地域住民が

ボランティアをするメリット」等についての質問がありました。 

終了後のアンケートでは、「地域学校協働活動の推進には、教

育委員会のリーダーシップが重要であると感じた」、「まずは、

ハンドブックにゆっくり目を通して活用したい」といった感想

が寄せられるなど、カンファレンスは盛会のうちに終了しまし

た。 

鶴田町教委 秋庭氏 つがる市教委 高橋氏 浦町中学校区 工藤 

事例紹介・情報交換 

弘前大学 越村准教授による基調講演 

会場参加者の皆さんの様子 



   

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

令和４年度 青森県教育委員会発行『つながろう！ひろげよう！みん

なでつくる地域学校協働活動 地域学校協働活動ハンドブック実践編』

が完成し、各市町村教育委員会、各小・中・高・特別支援学校等にお届

けしました。 

「すでに地域学校協働本部が整備されている」、「本部はないが活発に

活動している」、「本部整備を検討している」、「推進員としてスキルアッ

プしたい」、「他の自治体の事例を知りたい」など、状況は違っていても、

それぞれの地域の実情に応じて本部を整備する、または地域で活動を展

開する上で、大いに参考にしていただければと思います。 

 地域学校協働活動は、子どもたちの健やかな成長につながり、また、地域の活性化や教育力

の向上にもつながる、学校と地域のお互いにとってＷＩＮ－ＷＩＮな取組です。これからの社

会を担う子どもたちが、たくましく、心豊かに郷土を愛し、明るい未来が創り出せるように、

行政・学校・地域がスクラムを組み、子どもたちの成長を楽しみながら見守っていきましょ

う。 

なお、『地域学校協働活動ハンドブック実践編』には、若干予備があります。ご希望の場合

は、県生涯学習課 田中（TEL 017-734-9890）までご相談ください。 

また、本ハンドブックは県生涯学習課ホームページからもダウンロード可能です。 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-shogai/aomorimanabi-e_shogai.html 

 

 

   

 

令和 4 年度 地域学校協働活動推進委員会開催 

令和５年１月３０日（月）、地域学校協働活動及び放課後子ども総合プランの推進に係る総合

的な在り方を検討するため、「令和４年度地域学校協働活動推進委員会」を開催しました。 

委員には、弘前大学教育学部 深作 拓郎 氏をはじめ、小・中学校校長、市町村担当者、放

課後児童クラブ支援員、地域学校協働活動推進員等の１１名が委嘱され、深作委員長による進行

のもと、協議が行われました。 

協議では、国の動向や今年度の県主催事業の実施報告を踏まえ、今後、県に期待すること等と

して、「ケースワーク的な研修の場がもっとあるとよいのではないか」、「学校と子ども教室や地

域団体等との情報交換が一層求められていると思う」等、それぞれの立場から忌憚のない意見が

出されました。また、深作委員長からは、放課後児童クラブ支援員の困り事に対して臨床心理士

が巡回相談をして支援員の質の向上を図っている他県の取組や、地域の困り事から地域学校協

働活動に発展していった自治体の事例など、県外の先進事例を紹介していただきました。 

本委員会でのご意見等を踏まえ、各市町村教育委員会等にもご協力をいた

だきながら、本県の地域学校協働活動の更なる充実を目指し、令和５年度も

事業を展開して参ります。来年度も、皆様のご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。           


